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資料１：全国学力調査中学数学の項目母数の推定値 

 

問題 識別力 困難度 問題 識別力 困難度 問題 識別力 困難度

A01 0.8402 -1.9156 A01 0.8746 -1.4915 A01 0.8785 -1.4945
A02 0.7863 -1.1440 A02 0.8188 -1.8543 A02 0.8185 -1.8617
A03 0.9717 -1.8252 A03 0.7225 -1.1985 A03 0.7255 -1.1992
A04 1.0896 -1.8362 A04 0.9442 -0.5688 A04 0.9491 -0.5657
A05 0.9681 -0.6428 A05 1.0651 -1.2614 A05 1.0638 -1.2700
A06 0.8017 -0.2695 A06 1.0695 -0.6244 A06 1.0707 -0.6255
A07 1.4285 0.1241 A07 1.0669 0.5939 A07 1.0710 0.5911
A08 0.6227 -0.9184 A08 1.0775 -0.8948 A08 1.0775 -0.8982
A09 1.2630 -0.1165 A09 1.1893 -0.8493 A09 1.1899 -0.8546
A10 0.9946 0.4921 A10 1.1500 -1.0276 A10 1.1574 -1.0379

A11 1.1700 -0.8296 A11 1.3394 -1.1994 A11 1.3401 -1.2008
A12 0.7180 -0.1477 A12 0.4298 -3.0407 A12 0.4310 -3.0310
A13 0.5411 0.2493 A13 0.6102 0.0315 A13 0.6125 0.0266
A14 1.6491 -1.9480 A14 0.6914 -0.2941 A14 0.6942 -0.2989
A15 1.5924 -1.3543 A15 0.7820 -0.2901 A15 0.7846 -0.3027
A16 1.2799 -1.2188 A16 0.6356 -1.9389 A16 0.6382 -1.9320
A17 0.8710 -0.2929 A17 0.3004 0.2198 A17 0.3022 0.2169
A18 0.4480 0.4721 A18 0.9869 -1.1574 A18 0.9908 -1.1625
A19 1.1736 -0.5753 A19 0.7358 -0.2331 A19 0.7368 -0.2368
A20 1.1911 -1.3807 A20 1.1323 -1.1037 A20 1.1349 -1.1079

A21 0.9979 -0.7488 A21 1.0131 -0.6930 A21 1.0160 -0.6940
A22 0.2858 1.8598 A22 0.7818 0.0832 A22 0.7846 0.0707
A23 0.9848 -0.1783 A23 0.5349 -0.7654 A23 0.5366 -0.7680
A24 1.1124 -1.0286 A24 A24
A25 0.7584 -0.9546 A25 0.9757 -1.1669 A25 0.9788 -1.1744
A26 0.8860 0.3269 A26 0.7890 -0.6160 A26 0.7905 -0.6229
A27 1.6946 0.2218 A27 0.7085 -0.1282 A27 0.7116 -0.1403
A28 0.8630 -0.4377 A28 0.9991 -0.7891 A28 0.9995 -0.7967
A29 1.3649 -0.2090 A29 1.3039 -1.1783 A29 1.2999 -1.1836
A30 0.9740 -0.1199 A30 0.9723 0.2596 A30 0.9752 0.2519

A31 0.2960 1.1444 A31 1.2534 -0.1427 A31 1.2534 -0.1434
A32 0.8940 -0.9504 A32 0.8969 -0.7465 A32 0.8995 -0.7520
A33 1.0228 -0.2832 A33 0.7874 -1.2306 A33 0.7876 -1.2356

B01 0.7602 -1.7526 A34 1.5384 0.8744 A34 1.5350 0.8689
B02 0.9758 0.0994 A35 0.5270 0.9073 A35 0.5259 0.9118
B03 0.4964 -0.2406 A36 1.1775 -0.1346 A36 1.1774 -0.1524

B04 0.8876 -1.6200 B01 0.8598 -0.1641 B01 0.8621 -0.1700
B05 1.3062 0.2637 B02 1.1719 0.5971 B02 1.1755 0.5914
B06 0.6822 -0.3901 B03 1.0627 0.9538 B03 1.0651 0.9475
B07 0.8672 -0.4420 B04 1.2999 0.3954 B04 1.2989 0.3888
B08 0.5741 -0.6196 B05 1.4456 0.3561 B05 1.4491 0.3485
B09 1.1105 1.1531 B06 0.9094 -0.9006 B06 0.9112 -0.8973
B10 1.3275 0.2588 B07 0.7352 0.7692 B07 0.7384 0.7651

B11 1.0493 -0.5032 B08 0.4227 1.4977 B08 0.4231 1.4880
B12 1.3604 -0.2009 B09 1.0365 0.6270 B09 1.0339 0.6244
B13 0.8980 -1.2557 B10 0.5101 -0.3972 B10 0.5113 -0.3996

B14 1.1338 -0.2391 B11 1.3139 -0.6377 B11 1.3189 -0.6364
B15 0.6578 0.0844 B12 0.7201 1.1308 B12 0.7215 1.1275

B13 0.3806 1.1712 B13 0.3815 1.1688
B14 0.9584 -0.1064 B14 0.9606 -0.1258
B15 0.5205 -0.3870 B15 0.5255 -0.4101
B16 1.2339 0.8739 B16 1.2350 0.8606

平成２１年度　数学

（岩手・宮城・福島を含めて推定）

推定不能 推定不能

平成２５年度　数学

（岩手・宮城・福島を含めて推定） （岩手・宮城・福島を除いて推定）
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資料２：本委託調査研究で利用した項目母数の推定値一覧 

 

※表頭の「セット」とは「項目セット（＝項目ユニット）」のこと。 

H24 年度報告書より引用 

  

セット  問番号 識別力 困難度 セット  問番号 識別力 困難度

1 1.495 -0.864 1 0.981 -0.384
2 1.426 -0.890 2 1.071 -0.572
3 1.061 -0.017 3 0.606 -0.595
4 0.640 -0.854 4 1.202 0.292
5 1.177 -0.457 5 0.927 -1.120
6 1.004 -0.467 6 1.103 0.510
7 0.624 -0.816 7 1.232 -0.519
8 1.222 -0.986 8 1.303 -0.871

1 1.017 0.308 1 1.231 -0.135
2 0.695 -0.744 2 1.012 -0.885
3 1.219 -1.357 3 1.323 -0.545
4 0.862 0.253 4 0.863 0.335
5 1.418 -0.904 5 0.969 -0.858
6 0.851 -0.346 6 0.693 -0.692
7 1.088 -0.526 7 1.078 -0.083
8 0.531 0.225 8 0.777 -0.286

1 0.932 -0.685 1 1.017 -0.486
2 0.914 -0.321 2 0.660 -0.908
3 1.363 -0.453 3 1.065 -1.011
4 0.816 1.032 4 1.028 -0.735
5 0.796 -0.584 5 1.033 -0.917
6 1.278 -0.960 6 0.647 -0.203
7 0.590 -0.162 7 0.608 -0.770
8 1.581 -0.301 8 0.784 -0.692

1 0.830 -1.147
2 0.512 -0.185
3 1.027 -0.160
4 0.872 -0.050
5 1.175 -0.774
6 1.003 -0.152
7 1.352 -1.270
8 1.891 0.171

S03

S04

S05

S06

S07

S01

S02
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資料３：本調査研究で利用した BIB デザイン 

 

 

 
分冊１ 分冊２ 分冊３ 分冊４ 分冊５ 分冊６ 分冊７ 

位置１ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ 

位置２ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ 

位置３ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ 

位置４ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

※H24 年度報告書と同一 

※表内の数字は項目セット（＝項目ユニット）Ｓ０１～Ｓ０７に対応している。 
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資料４：本調査研究で使用した数学の問題 

項目セットＳ０１ １－３ 
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項目セットＳ０１ ４－６ 
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項目セットＳ０１ ７－８ 
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項目セットＳ０２ １－３ 
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項目セットＳ０２ ４－６ 
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項目セットＳ０２ ７－８ 
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項目セットＳ０３ １－３ 
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項目セットＳ０４ １－３ 
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項目セットＳ０４ ４－５ 
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項目セットＳ０４ ７－８ 
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項目セットＳ０５ １－３ 
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項目セットＳ０５ ４－５ 
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項目セットＳ０５ ６－８ 
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項目セットＳ０６ １－３ 
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項目セットＳ０６ ４－６  
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項目セットＳ０６ ７－８ 
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項目セットＳ０７ １－３ 
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項目セットＳ０７ ４－６ 
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項目セットＳ０７ ７－８ 
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資料５ 項目セットごとの正答及び採点基準一覧 

項目セットＳ０１ 

S01-(1) ★H23：B10-(1)／H22：B0-1-(5) 
■2 + = 3 と 5 − 2 = 12を解く 
 
類型 値 意図 

1 2, －1 正答 
2 6 または 18, －9 または－33 2 + = 3を = 2 + 3と変形したもの 
3 2, 1 符号を落としたか，7 + = 15にあて

はまる数字を見つけた 
9 その他  
0 無答  
 
S01-(2) ★H23：B6-(3)／H22：B4-3-(1) 
■回転体 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ ◎ 
5 オ  
9 その他  
0 無答  
 
S01-(3) ★H23：B16-(4) 
■三角形の底辺 cm，高さ 18cm 面積 cm2の比例定数 
 
類型 値 意図 

1 9, y = 9  正答 
2 18  
9 その他 9 は類型 9 
0 無答  
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S01-(4) ★H23：B2-(4) 
■ 3 年生 66 人の一日の読書時間 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ ◎ 
4 エ  
9 その他  
0 無答  
 
S01-(5) ★H23：B8-(1)／H22：B5-1 
■ 0.8( + 5) = 6.4 
 
類型 値 意図 

1 3 または = 3 正答 
2 0.3 または 8 または 0.8 0.4 を出そうとしたもの 
9 その他  
0 無答  
 
S01-(6) ★H23：B6-(2) 
■ N 市にある一番高い山と低い山の高さの差 
 
類型 値 意図 

1 31 正答 
2 30 または 32 0 の扱いを誤ったもの 
3 7 数字の大きいのから小さいのを引いた

もの（差） 
4 18 数字の大きいのから小さいのを引いた

もの（高さ） 
5 2455 など 山の高さを答えている 
9 その他  
0 無答  
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S01-(7) ★H23：B16-(3) 
■二等分線 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ ◎ 
3 ウ  
4 エ  
9 その他  
0 無答  
 
S01-(8) ★H23：B3-(4) 
■家を出てからの時間と家からの距離の関係 すべて 
 
類型 値 意図 

1 2 分後と 10 分後 正答 
2 2 分後と○○分後 片方のみ 
3 ○○分後と 10 分後 片方のみ 
9 その他  
0 無答  
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項目セットＳ０２ 

 
S02-(1) ★H23：B7-(2)／H22：B4-2-(2) 
■ 2 + が表すもの 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ ◎ 
9 その他  
0 無答  
 
S02-(2) ★H23：B14-(1)／H22：B2-2-(2) 
■ + 2 = 6 を  について解く 
類型 値  意図 

1 ア = 6 −    
2 イ =   

◎ 

3 ウ = 3 −    
4 エ = 6 −    
9 その他   
0 無答   
 
S02-(3) ★H23：B13-(3)／H22：B2-3-(1) 
■ どんな立体ができるか 
類型 値 意図 

1 ア ◎ 
2 イ  
3 ウ  
4 エ  
5 オ  
9 その他  
0 無答  
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S02-(4) ★H23：B5-(4) 
■  が に比例する時 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ ◎ 
5 オ  
9 その他  
0 無答  
 
S02-(5) ★H23：B10-(2)／H22：B4-2-(3) 
■ シャープペンシル 150 円/本，ボールペン 100 円/本 合計 8 本 1100 円 
 
類型 値 意図 

1 シャープペンシル 6 本，ボールペン 2 本 正答 
2 (1,7),(2,6),(3,5),(4,4),(5,3),(7,1) 合計 8 本であるもの 
3 (2,8),(4,5) 合計金額 1100 円であるもの 
9 その他  
0 無答  
 
S02-(6) ★H23：B3-(2)／H22：B3-2-(3) 
■ 縦 横 の時の長方形の周の長さ 
 
類型 値  意図 

1 ア    
2 イ 2( + )  ◎ 
3 ウ 2    
4 エ + 2   
9 その他   
0 無答   
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S02-(7) ★H23：B6-(4)／H22：B3-4-(1) 
■  が に比例する時 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ ◎ 
4 エ  
5 オ  
9 その他  
0 無答  
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S02-(8) ★H23：B5-(3) （H24 出題形式を選択から記述に変更） 
■△ABC≡△EAD の証明 
類型 値 意図 
1 ○A  BC＝AD 

○B ∠ABC＝∠AEB 
○C ∠AEB＝∠EAD 
○D ∠ABC＝∠EAD 

正答 

2 ○A  BC＝AD 
○B  AB＝EA   
○C AEB＝∠EAD 
○D ∠ABC＝EAD 

記号不備（準正答） 

3 ○A  BC＝AD 
○B 不問 
○C 不問 
○D ∠ABC＝∠EAD 

三角形の合同を示すための条件の式は見

いだせたが，∠ABC＝∠EAD を導くこと

ができない 

4 ○A  BC＝AD 
○B 不問 
○C ∠BAC＝∠DCA または 

∠BCA＝∠DAC 
○D ∠BAC＝∠DCA または 

∠BCA＝∠DAC または 
∠ABC＝∠ADC 

△ABC と△CAD に着目した答案 

5 ○A  BC＝AD 
○B 誤りまたは無解答 
○C 上記以外または無解答 
○D 上記以外または無解答 

対辺の条件のみ理解している答案 

6 ○A AB＝CD 
○B 誤りまたは無解答 
○C 誤りまたは無解答 
○D 誤りまたは無解答 

対辺が等しい条件から，別の対辺を指摘し

た答案 

9 その他 ○A が BC＝AD またはAB＝CD 以外を書い

ている時点で類型 9 
0 無答  
採点手順：A の記述をみて，類型 9 または類型 6 が確定。D の記述をみて類型 4 または類

型 5 が確定。類型 3 と類型 4 は類型 3 優先。 
※“∠A”や”∠E”など，角の特定ができない記述は不可 
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項目セットＳ０３ 

S03-(1) ★H23：B7-(1)／H22：B0-1-(4) 

■ + =  

 
類型 値 意図 

1 （5 または 5 ）,（8 または 8 ）  正答 
2 （2 または 2 ）,（4 または 4 ） 分子をそのままにしたもの 
3 （5 または 5 ）,（4 または 4 ） にだけ 2 をかけて， には忘れたもの 
4 （3 または 3 ）,（8 または 8 ） 後ろの項にだけ分母をかけたもの 
9 その他  
0 無答  
 
S03-(2) ★H23：B11-(1)／H22：B2-2-(3) 
■ 問題を見て考え方を示すもの ①,②→50( + 4)と 75    
類型 値 意図 

1 ウ，エ（順不同） 正答 
2 ア，ウ  
3 ア，エ  
4 イ，ウ  
5 イ，エ  
6 ア，イ  
9 その他  
0 無答  
 
S03-(3) ★H23：B9-(4)／H22：B5-3-(3) 

■ =  

類型 値 意図 
1 6 正答 
2 3 格子点 
3 2 格子点 
9 その他  
0 無答  
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S03-(4) ★H23：B8-(4) 
■白と青のサイコロを同時にふって合計点をあてる 
 
類型 値 意図 

1 イ，ウ，エ ◎ 
2 （イ，ウ）（イ，エ），（ウ，エ） 4 つ以下を記述し，内 2 つが正解 
3 イ または ウ または エ 4 つ以下を記述し，内 1 つが正解 
4 オ  
9 その他 （ア，オ），アのみ 5 つすべて記述 
0 無答  
 
S03-(5) ★H23：B3-(1) 
■ (−6 ) ÷ (−3) = 
 
類型 値 意図 

1 －4 正答 
2 4 －36÷(－9),－62÷9 
3 ±6 36÷(±6),－36÷(±6) 

4 ± 43 ±12÷(±9) 

5 ±2 ±12÷(±6) 
9 その他  
0 無答  
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S03-(6) ★H23：B1-(3)／H22：B1-3-(2)  （H24 出題形式を選択から記述に変更） 
■ 証明 
類型 値 意図 

1 (a)「AB＝CD」を正しく記述している 
(b)「∠ABE＝∠CDF」を正しく記述している 
(c) 二辺とその間の角が等しいことを指摘している 
(d)「△ABE≡△CDF」が成り立つことを記述してい

る 
 

正答 

2 (a)(b)(d)いずれかに記号の不備がある 
(c)二辺とその間の角が等しいことを指摘している 

準正答 

3 (a)(b)(d)を正しく記述している(記号不備を含む) 
(c)の記述が不足または不十分 

準正答 

4 (a)(b)(d)を正しく記述している(記号不備を含む) 
(c)の記述または(a)(b)の根拠に誤りがある 

 

5 (a)「AB＝CD」を正しく記述している 
(b)「∠ABE＝∠CDF」を正しく記述している 
(c)不問 
(d)が不足している，あるいは誤りがある 

合同の証明に必要な情報

が不足している 

6 (a)「AB＝CD」または(b)「∠ABE＝∠CDF」の一方

のみが正しく記述されている 
(c)不問 
(d)不問 

図形から的確に情報を読

み取っているが，合同の論

証が不十分 

7 「AE＝CF」を用いて証明をしている 
 

導くべき結論を証明に使

用している 
9 その他 類型 1～6＋誤った式など 
0 無答  
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S03-(7) ★H23：B5-(2)／H22：B1-2-(3) 
■ 9 = 6 + 6 の解き方 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ ◎ 
3 ウ  
4 エ  
9 その他  
0 無答  
 
S03-(8) ★H23：B12-(4)／H22：B0-4-(4) 
■ = 3 − 2のグラフの傾き 
 
類型 値 意図 

1 3 正答 
2 －2 切片をとったもの 
3 3  をつけたもの 
9 その他  
0 無答  
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項目セットＳ０４ 

S04-(1) ★H23：B13-(1)／H22：B1-2-(1) 
■ A 市の気温 9℃,－3℃ 
 
類型 値 意図 

1 12 正答 
2 6 9℃を 3℃としたため 
3 11 9－(－3)－1 としたため 
4 13 9－(－3)＋1 としたため 
9 その他  
0 無答  
 
S04-(2) ★H23：B3-(3)／H22：B0-3-(2) 
■辺 BF が垂直であることの調べ方 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ ◎ 
3 ウ  
4 エ  
9 その他  
0 無答  
 
S04-(3) ★H23：B10-(4)／H22：B0-4-(2) 
■ が の一次関数  
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ ◎ 
5 オ  
9 その他  
0 無答  
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S04-(4) ★H23：B15-(4)／H22：B0-4-(5) 
■ 1,2,3,4 の 4 枚のカード，どんなことが言えるのか 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ  
5 オ ◎ 
9 その他  
0 無答  
 
S04-(5) ★H23：B4-(2)／H22：B5-2-(1) 
■ 5 +  
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ ◎ 
9 その他  
0 無答  
 
S04-(6) ★H23：B4-(1)／H22：B1-1 
■ (6 − 6 ) − 2(2 − ) = +  
 
類型 値 意図 

1 2, －4 または 2 , －4 または 2, (－4) 正答 
2 2, 4 符号のミス 
3 2, －8 −2 (− ) = −2 としたもの 
4 2, －5 −2( − ) の後にかけ忘れ 
9 その他  
0 無答  
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S04-(7) ★H23：B12-(3)／H22：B0-3-(1) 
■ 作図の順番 ①→②→③の組み合わせを書く 
 
類型 値 意図 

1 イ，ア，ウ ◎ 
2 ア，ウ，イ  
3 ア，イ，ウ  
4 イ，ウ，ア  
5 ウ，ア，イ  
6 ウ，イ，ア  
9 その他  
0 無答  
 
S04-(8) ★H23：B11-(4) 
■ 水 2L の水槽 5 分後に 12L  
 
類型 値 意図 

1 = 2 + 2 正答 

2 = 125  初期量を読めなかったもの 

9 その他  
0 無答  
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項目セットＳ０５ 

 

S05-(1) ★H23：B5-(1)／H22：B0-1-(3) 
■ 6 − 6 + 2 − 4 = +  
類型 値 意図 

1 (8 または 8 ),－10 正答 
2 (8 または 8 ),10 符号をとったもの 
3 (－8 または－8 ),(10 または－10) 符号の誤り 
4 (4 または 4 ),(10 または－10) 6 − 2   
5 (4 または 4 ),(2 または－2) 上記に加え，6－4 
9 その他  
0 無答  
 
S05-(2) ★H23：B16-(2)／H22：B5-2-(2) 
■ 3 − 4 = 5 
類型 値  意図 

1 ア = 3, = 4  
2 イ = 4, = 3  
3 ウ = 3, = 1 ◎ 
4 エ = 1, = 3  
5 オ = 3, = −1  
9 その他   
0 無答   
 
S05-(3) ★H23：B11-(3)／H22：B1-3-(1) 
■ 多角形 180 × ( − 2) 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ ◎ 
3 ウ  
4 エ  
5 オ  
9 その他  
0 無答  
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S05-(4) ★H23：B12-(1)／H22：B1-2-(4) 
■ サイコロの和が 11 の確率  
類型 値 意図 

1 18 正答 

2 36 単純に  と覚えている 

3 6 単純に と覚えている 

4 2 でるかでないかで考えている 
5 11 和を答えている 
9 その他  
0 無答  
 
S05-(5) ★H23：B13-(2)／H22：B5-2-(3) 
■母の日 + = 9 と 250 + 200 = 2100 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ ◎ 
4 エ  
9 その他  
0 無答  
 
S05-(6) ★H23：B9-(3)／H22：B3-3-(1) 
■正四角柱と正四角錐 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ ◎ 
5 オ  
9 その他  
0 無答  
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S05-(7) ★H23：B10-(3) 
■ □ABCD の∠DEC の大きさ 
 
類型 値 意図 

1 40° 正答 
2 60° 出ている数字の組み合わせ 
3 20° 出ている数字の組み合わせ 

4 80° 出ている数字の組み合わせ 

5 100° 出ている数字の組み合わせ 

9 その他  
0 無答  
 
S05-(8) ★H23：B14-(4) 

■ = のグラフ 

 
類型 値 意図 

1 ア ◎ 
2 イ  
3 ウ  
4 エ  
9 その他  
0 無答  
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項目セットＳ０６ 

S06-(1) ★H23：B2-(1)／H22：B4-1 
■ (5 − 7) − (4 + 5) = +  
 
類型 値 意図 

1 1,−12 （ ,−12や1 ,−12等は許容） 正答 
2 1, 12  符号ミス 
3 9, 2 (5 − 7) + (4 + 5)の誤り 
4 1,−2 または1, 2 符号の展開ミス 
9 その他  
0 無答  
 
S06-(2) ★H23：B15-(3)／H22：B2-3-(2) 
■ AB∥DC, AD∥BC が示すものは 
 
類型 値 意図 

1 ア ◎ 
2 イ  
3 ウ  
4 エ  
5 オ  
9 その他  
0 無答  
 
S06-(3) ★H23：B14-(3)／H22：B2-3-(3) 
■証明  ① から∠ = ∠ ′   ② から∠ = ∠ ′ 
 
類型 値 意図 

1 ウ，イ 正答 
2 ウ，何でも可 片方があっている 
3 何でも可，イ 片方があっている 
9 その他  
0 無答  
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S06-(4) ★H23：B14-(2) 
■ が の関数とはいえないもの 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ ◎ 
4 エ  
5 オ  
9 その他  
0 無答  
 
S06-(5) ★H23：B2-(2)／H22：B4-2-(1) 
■ 2 + 1が表すもの 
類型 値  意図 

1 ア 偶数  
2 イ 奇数 ◎ 
3 ウ 2 の倍数  
4 エ 3 の倍数  
9 その他   
0 無答   
 
S06-(6) ★H23：B12-(2)／H22：B1-2-(2) 
■ 2 + = 180 を  について解く 
類型 値  意図 

1 ア = 180 −   

2 イ = 180 −2  ◎ 

3 ウ = 90 −   

4 エ = 180 − 2 
 

9 その他   
0 無答   
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S06-(7) ★H23：B11-(2) 
■ おうぎ形の中心角の大きさ  
 
類型 値 意図 

1 72° 正答 
9 その他  
0 無答  
 
S06-(8) ★H23：B7-(4)／H22：B5-3-(4) 
■ + 3 = 5 のグラフ， − = 2 のグラフ 
 
類型 値  意図 

1 ア 点 A  
2 イ 点 B ◎ 
3 ウ 点 C  
4 エ 点 D  
5 オ 点 E  
9 その他   
0 無答   
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項目セットＳ０７ 

 
S07-(1) ★H23：B6-(1) 

■ 18 × −  

 
類型 値 意図 

1 －11 正答 
2 －4  
9 その他  
0 無答  
 
S07-(2) ★H23：B8-(2)／H22：B3-2-(1) （H23 以降，選択肢の文言修正あり） 
■ある数を二倍すると 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ ◎ 
9 その他  
0 無答  
 
S07-(3) ★H23：B2-(3)／H22：B4-3-(2) 
■合同の条件 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ ◎ 
3 ウ  
4 エ  
5 オ  
9 その他  
0 無答  
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S07-(4) ★H23：B1-(4)／H22：B3-4(2) 
■ = 3 − 4のグラフ 
 
類型 値 意図 

1 ア  
2 イ  
3 ウ  
4 エ ◎ 
5 オ  
9 その他  
0 無答  
 
S07-(5) ★H23：B1-(1)／H22：B3-1 
■ (5 + 3) − 2(2 − 2) = +  
 
類型 値 意図 

1 1, 7（1の省略及び1 + 7は許容） 正答 
2 1,−5  −2(2 − 2) = −4 + 2としたもの 
3 9, 7  −2(2 − 2) = −4 + 4としたもの 
9 その他  
0 無答  
 
S07-(6) ★H23：B7-(3)／H22：B0-3-(3) 
■ △ABO と△CDO 合同の証明  
 
類型 値  意図 

1 ア BO＝CO  
2 イ ∠A＝∠C ◎ 
3 ウ AC＝BD  
4 エ AB＝CD  
9 その他   
0 無答   
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S07-(7) ★H23：B4-(3)／H22：B5-3-(2)  （H24 出題形式を選択から記述に変更） 
■ AE＝CF の証明 
 
類型 値 意図 

1 ○A ∠AEB＝∠CFD 
○B ,○C  AB＝CD,∠ABE＝∠CDF 

正答 
○B ,○C は順不同 
“∠E＝∠F ”は許容 

2 ○A ∠AEB＝∠CFD 
○B ,○C  AB＝CD,∠ABE＝∠CDF 
のいずれかに記号不備 

準正答 

3 ○A ∠AEB＝∠CFD 
○B ,○C いずれかが上記以外あるいは無解答 

直角三角形の合同条件を適切に理解

できていない 
4 ○A 上記以外あるいは無解答 

○B ,○C  AB＝CD,∠ABE＝∠CDF 
設問文や図から情報を的確に読み取

れていない 
9 その他  
0 無答  
 
 
S07-(8) ★H23：B16-(1) 
■ 点(−4, 3)の位置を図に書く 
 
類型 値 意図 

1 (−4, 3)の位置に● 正答 
2 (3,−4)の位置に● と を逆にしたもの 
3 (4, 3)の位置に● 符号を忘れたもの 
4 (−4, 0), (0, 3) の位置に点がある 

もしくはそれらを通る直線を引いてい

る 

 

9 その他  
0 無答  
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資料６：マルチレベル分析のためのＳＰＳＳシンタックス 

 

*---------------------------------------------. 

* 平成25年度全国学力学習状況調査. 

* マルチレベル分析による推算値を使った震災の学力への影響分析. 

* 

*（1）csvファイルデータの読み込み. 

*（2）「学習意欲」変数の作成. 

*（3）「家庭学習時間」変数の作成. 

*（4）「生活規範」変数の作成. 

*（5）「津波被害」変数の作成. 

*（6）「放射線物質拡散」変数の作成. 

*（7）マルチレベル分析の実行. 

* 

* IBM SPSS Statistics version22.  

*---------------------------------------------. 

 

*（1）csvファイルデータの読み込み. 

 

FILE HANDLE DataDir 

  /NAME="C:\Users\Shibayama\Desktop\平成25年度文科委託研究". 

*Modify the above line according to your enviroment. 

 

GET DATA  /TYPE=TXT 

  /FILE="DataDir\2013Mext_MAdata.csv" 

  /DELCASE=LINE 

  /DELIMITERS="," 

  /ARRANGEMENT=DELIMITED 

  /FIRSTCASE=2 

  /IMPORTCASE=ALL 

  /VARIABLES= 

  H25_schoolnumber F6.0 

  H25_school A33 

  ID F2.0 

  H25PV_before F12.9 

  H25PV_after F12.9 

  answersheet_number F1.0 

  stu_q1 F1.0 

  stu_q2 F1.0 

  stu_q3 F1.0 

  stu_q4 F1.0 

  stu_q5 F1.0 

  stu_q6 F1.0 

  stu_q7 F2.0 

  stu_q8 F2.0 

  stu_q9 F2.0 

  stu_q10 F2.0 

  stu_q11 F2.0 

  stu_q12 F1.0 

  stu_q13 F2.0 

  stu_q14 F2.0 

  stu_q15 F2.0 

  stu_q16 F2.0 

  stu_q17 F2.0 

  stu_q18 F1.0 

  stu_q19 F1.0 

  stu_q20 F1.0 
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  stu_q21 F1.0 

  stu_q22 F1.0 

  stu_q23 F1.0 

  stu_q24 F1.0 

  stu_q25 F1.0 

  stu_q26 F1.0 

  stu_q27 F1.0 

  stu_q28 F1.0 

  stu_q29 F1.0 

  stu_q30 F1.0 

  stu_q31 F1.0 

  stu_q32 F1.0 

  stu_q33 F1.0 

  stu_q34 F1.0 

  stu_q35 F1.0 

  stu_q36 F1.0 

  stu_q37 F1.0 

  stu_q38 F1.0 

  stu_q39 F1.0 

  stu_q40 F1.0 

  stu_q41 F1.0 

  stu_q42 F1.0 

  stu_q43 F1.0 

  stu_q44 F1.0 

  stu_q45 F1.0 

  stu_q46 F1.0 

  stu_q47 F2.0 

  stu_q48 F2.0 

  stu_q49 F2.0 

  stu_q50 F1.0 

  stu_q51 F1.0 

  stu_q52 F1.0 

  stu_q53 F2.0 

  stu_q54 F2.0 

  stu_q55 F2.0 

  stu_q56 F2.0 

  stu_q57 F2.0 

  stu_q58 F2.0 

  stu_q59 F2.0 

  stu_q60 F1.0 

  stu_q61 F1.0 

  stu_q62 F1.0 

  stu_q63 F1.0 

  stu_q64 F1.0 

  stu_q65 F2.0 

  stu_q66 F2.0 

  stu_q67 F1.0 

  stu_q68 F1.0 

  stu_q69 F1.0 

  stu_q70 F2.0 

  stu_q71 F2.0 

  stu_q72 F2.0 

  stu_q73 F2.0 

  stu_q74 F2.0 

  stu_q75 F1.0 

  stu_q76 F1.0 

  stu_q77 F1.0 

  stu_q78 F2.0 

  stu_q79 F2.0 

  stu_q80 F2.0 
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  stu_q81 F1.0 

  stu_q82 F1.0 

  stu_q83 F2.0 

  stu_q84 F1.0 

  stu_q85 F1.0 

  stu_q86 F1.0 

  stu_q87 F1.0 

  stu_q88 F1.0 

  stu_q89 F1.0 

  stu_q90 F1.0 

  stu_q91 F1.0 

  stu_q92 F1.0 

  stu_q93 F1.0 

  stu_q94 F1.0 

  stu_q95 F1.0 

  stu_q96 F1.0 

  stu_q97 F1.0 

  stu_q98 F1.0 

  stu_q99 F1.0 

  stu_q100 F2.0 

  stu_q101 F2.0 

  stu_q102 F1.0 

  stu_q103 F1.0 

  stu_q104 F1.0 

  stu_q105 F1.0 

  stu_q106 F1.0 

  stu_q107 F1.0 

  stu_q108 F1.0 

  stu_q109 F1.0 

  stu_q110 F1.0 

  stu_q111 F1.0 

  stu_q112 F1.0 

  stu_q113 F1.0 

  stu_q114 F2.0 

  stu_q115 F2.0 

  stu_q116 F2.0 

  stu_q117 F2.0 

  stu_q118 F2.0 

  stu_q119 F1.0 

  stu_q120 F2.0 

  stu_q121 F2.0 

  stu_q122 F2.0 

  stu_q123 F2.0 

  stu_q124 F2.0 

  died_stu F1.0 

  mis_stu F1.0 

  died_tea F1.0 

  tem_mov F1.0 

  rent F1.0 

  decon F4.2 

  SB_stu F1.0 

  SB_distance F1.0 

  SB_num F1.0 

  SB_money F1.0 

  disaster0or1 F1.0 

  syoninsyakensyu F1.0 

  kahai_total F1.0 

  sotosu_sidokuhukaizen F1.0 

  sotosu_syukankahai F1.0 

  H21schoolPV_before F7.5 
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  H21schoolPV_after F7.5. 

CACHE. 

EXECUTE. 

DATASET NAME データセット1 WINDOW=FRONT. 

 

 

*（2）「学習意欲」変数の作成. 

 

*変数の度数分布確認. 

fre stu_q104 stu_q105 stu_q106 stu_q107 stu_q108 stu_q109 stu_q110 stu_q111 stu_q112 stu_q113. 

 

*欠測値処理. 

MISSING VALUES  stu_q104 stu_q105 stu_q106 stu_q107 stu_q108 stu_q109 stu_q110 stu_q111 stu_q112 stu_q113 (0,9). 

fre stu_q104 stu_q105 stu_q106 stu_q107 stu_q108 stu_q109 stu_q110 stu_q111 stu_q112 stu_q113. 

 

*変数のリコード(逆転処理). 

RECODE stu_q104 stu_q105 stu_q106 stu_q107 stu_q108 stu_q109 stu_q110 stu_q111 stu_q112 stu_q113 (1=4) (2=3) (3=2) (4=1) 

into  stu_q104_R stu_q105_R stu_q106_R stu_q107_R stu_q108_R stu_q109_R stu_q110_R stu_q111_R stu_q112_R stu_q113_R. 

fre  stu_q104_R stu_q105_R stu_q106_R stu_q107_R stu_q108_R stu_q109_R stu_q110_R stu_q111_R stu_q112_R stu_q113_R. 

 

*因子分析(最尤法). 

FACTOR 

  /VARIABLES stu_q104_R stu_q105_R stu_q106_R stu_q107_R stu_q108_R stu_q109_R stu_q110_R stu_q111_R stu_q112_R 

stu_q113_R 

  /MISSING LISTWISE  

  /ANALYSIS stu_q104_R stu_q105_R stu_q106_R stu_q107_R stu_q108_R stu_q109_R stu_q110_R stu_q111_R stu_q112_R 

stu_q113_R 

  /PRINT INITIAL EXTRACTION 

  /CRITERIA FACTORS(1) ITERATE(25) 

  /EXTRACTION ML 

  /ROTATION NOROTATE. 

*固有値の減衰状況により「学習意欲」としての一因子性を確認. 

 

*主成分分析 

*主成分得点を「学習意欲」変数として保存する. 

DATASET ACTIVATE データセット1. 

FACTOR 

  /VARIABLES  stu_q104_R stu_q105_R stu_q106_R stu_q107_R stu_q108_R stu_q109_R stu_q110_R stu_q111_R stu_q112_R 

stu_q113_R 

  /MISSING LISTWISE  

  /ANALYSIS  stu_q104_R stu_q105_R stu_q106_R stu_q107_R stu_q108_R stu_q109_R stu_q110_R stu_q111_R stu_q112_R 

stu_q113_R 

  /PRINT INITIAL EXTRACTION 

  /CRITERIA FACTORS(1) ITERATE(25) 

  /EXTRACTION PC 

  /ROTATION NOROTATE 

  /SAVE REG(ALL) 

  /METHOD=CORRELATION. 

RENAME VARIABLES FAC1_1=PCAscore_iyoku. 

 

 

*（3）「家庭学習時間」変数の作成. 

*変数の度数分布確認. 

fre stu_q25 stu_q26. 

 

*欠測値処理. 

MISSING VALUES stu_q25 stu_q26 (0,9). 

fre stu_q25 stu_q26. 

 

*変数のリコード. 
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RECODE stu_q25 stu_q26 (1=6) (2=5) (3=4) (4=3) (5=2) (6=1)  into  stu_q25_R stu_q26_R. 

fre  stu_q25_R stu_q26_R. 

 

*それぞれの変数を単純に合計して標準化する. 

COMPUTE Homestudy = stu_q25_R + stu_q26_R. 

DESCRIPTIVES VARIABLES=Homestudy 

  /SAVE 

  /STATISTICS=MEAN STDDEV MIN MAX. 

 

*（4）「生活規範」変数の作成. 

 

*変数の度数分布確認. 

FREQUENCIES stu_q1 stu_q2 stu_q3 stu_q4 stu_q5 stu_q6 stu_q12 stu_q33 stu_q34 stu_q35 stu_q39 stu_q40 

stu_q41 stu_q42 stu_q45 stu_q46 stu_q50 stu_q51 stu_q52 stu_q64 stu_q67 stu_q68 stu_q69 stu_q75 

stu_q76 stu_q77. 

 

*欠測値処理. 

MISSING VALUES  stu_q1 stu_q2 stu_q3 stu_q4 stu_q5 stu_q6 stu_q12 stu_q33 stu_q34 stu_q35 stu_q39 stu_q40 

stu_q41 stu_q42 stu_q45 stu_q46 stu_q50 stu_q51 stu_q52 stu_q64 stu_q67 stu_q68 stu_q69 stu_q75 

stu_q76 stu_q77 (0,9). 

 

*変数のリコード. 

RECODE stu_q1 stu_q2 stu_q3 stu_q4 stu_q5 stu_q6 stu_q12 stu_q33 stu_q34 stu_q35 stu_q39 stu_q40 

stu_q41 stu_q42 stu_q45 stu_q46 stu_q50 stu_q51 stu_q52 stu_q64 stu_q67 stu_q68 stu_q69 stu_q75 

stu_q76 stu_q77 (1=4) (2=3) (3=2) (4=1) into   

stu_q1_R stu_q2_R stu_q3_R stu_q4_R stu_q5_R stu_q6_R stu_q12_R stu_q33_R stu_q34_R stu_q35_R stu_q39_R stu_q40_R 

stu_q41_R stu_q42_R stu_q45_R stu_q46_R stu_q50_R stu_q51_R stu_q52_R stu_q64_R stu_q67_R stu_q68_R stu_q69_R stu_q75_R 

stu_q76_R stu_q77_R. 

fre  stu_q1_R stu_q2_R stu_q3_R stu_q4_R stu_q5_R stu_q6_R stu_q12_R stu_q33_R stu_q34_R stu_q35_R stu_q39_R stu_q40_R 

stu_q41_R stu_q42_R stu_q45_R stu_q46_R stu_q50_R stu_q51_R stu_q52_R stu_q64_R stu_q67_R stu_q68_R stu_q69_R stu_q75_R 

stu_q76_R stu_q77_R. 

 

*必要な項目に対して主成分分析. 

*主成分得点を変数として保存. 

FACTOR 

  /VARIABLES stu_q1_R stu_q2_R stu_q3_R stu_q33_R stu_q34_R stu_q64_R 

  /MISSING LISTWISE  

  /ANALYSIS stu_q1_R stu_q2_R stu_q3_R stu_q33_R stu_q34_R stu_q64_R 

  /PRINT INITIAL EXTRACTION 

  /CRITERIA FACTORS(1) ITERATE(25) 

  /EXTRACTION PC 

  /ROTATION NOROTATE 

  /SAVE REG(ALL) 

  /METHOD=CORRELATION. 

RENAME VARIABLES FAC1_1= PCAscore_kihan. 

 

*（5）「津波被害」変数の作成. 

*スクールバスに関する変数に対して主成分分析. 

*その主成分得点を変数として保存. 

FACTOR 

  /VARIABLES SB_stu SB_distance SB_num SB_money 

  /MISSING LISTWISE  

  /ANALYSIS SB_stu SB_distance SB_num SB_money 

  /PRINT INITIAL EXTRACTION 

  /PLOT EIGEN 

  /CRITERIA MINEIGEN(1) ITERATE(25) 

  /EXTRACTION PC 

  /ROTATION NOROTATE 

  /SAVE REG(ALL) 

  /METHOD=CORRELATION. 
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RENAME VARIABLES FAC1_1 =PCAscore_tsunami. 

*ただしPCAscore_tsunamiはその数値が大きいほど被害を受けているという変数である. 

 

*（6）「放射線物質拡散」変数の作成. 

 

*放射線変数の標準化. 

DESCRIPTIVES VARIABLES=decon 

  /SAVE 

  /STATISTICS=MEAN STDDEV MIN MAX. 

*→Zdecon. 

 

*（7）マルチレベル分析の実行. 

 

*ヌルモデル. 

MIXED H25PV_after  

 /METHOD=ML 

 /PRINT = SOLUTION TESTCOV 

 /RANDOM = INTERCEPT | SUBJECT (H25_schoolnumber) COVTYPE(VC). 

*このときICCはおよそ.119である. 

 

*モデル1. 

MIXED H25PV_after WITH PCAscore_iyoku  ZHomestudy   PCAscore_kihan 

 /FIXED = PCAscore_kihan PCAscore_iyoku ZHomestudy| SSTYPE(3) 

 /METHOD=ML 

 /PRINT = SOLUTION TESTCOV 

 /RANDOM = INTERCEPT  PCAscore_iyoku PCAscore_kihan ZHomestudy | SUBJECT (H25_schoolnumber) COVTYPE(UN). 

 

*モデル2. 

MIXED H25PV_after WITH PCAscore_iyoku  ZHomestudy  H21schoolPV_after PCAscore_tsunami Zdecon PCAscore_kihan 

 /FIXED =  H21schoolPV_after PCAscore_iyoku ZHomestudy PCAscore_kihan   PCAscore_iyoku*PCAscore_tsunami 

ZHomestudy*PCAscore_tsunami ZHomestudy*Zdecon   | SSTYPE(3) 

 /METHOD=ML 

 /PRINT = SOLUTION TESTCOV 

 /RANDOM = INTERCEPT  PCAscore_iyoku PCAscore_kihan ZHomestudy | SUBJECT (H25_schoolnumber) COVTYPE(UN). 
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資料７：A 中学校の聞き取り記録 
 
A 教育委員会 
 
 A 教育委員会には研究組織側のスケジュールがとれず訪問調査を実施しなかった。 
 
A 中学校 
 
訪問日：平成 26 年 3 月 11 日 
応対者：A 教頭 
 
●震災直後の様子 

・ 被災直後小学校 6 年生だった子供達が中学校 3 年生。 
・ 被災直後，卒業式も始業式も遅れたが，子供達にも教員にも「遅れをとりもどさなければ」 

という気持ちが強かった。当時はどこの学校でも多分そうだったと思う。 
・ 子供達は地域の手伝いをしながら被災した自分の家族に家族の一員として向かい合って

いる感じ。 
・ 遊び癖がついたりしていないかと心配していたが，いざ入学してくると授業がきちんと成

立した。 
・ 被災直後から見れば現在は「復旧した学校」という位置づけがより正確かもしれない。 

●学習指導 
・ 自学自主勉強はしているし，担任のチェックもしている。だいたい提出率はクラス単位で

9 割を超えている。中には 99％のクラスもある。 
・ 学年によっては週末課題といって，週ごとに科目を替えて行っている学年もある。 
・ 実態に応じた家庭学習の指導を心がけている。 
・ どのようにして家庭学習をしているのか生徒が自分の例を報告することで他の生徒の手

本になる。 
・ 生徒にとって落ち着いて学習に向かわせることとその環境・雰囲気を整えることが重要。 
・ 朝の自習時間も設けている。校門玄関のところで教師が生徒を迎えてそのまま一緒に教室

に向かうことや，教師が子供達とのコンタクトの時間や頻度を増やすことを心がけている

ことが「落ち着いた」雰囲気を作る要因になっている。 
・ ベル着 
・ 近隣の小中高との連繋 
・ 高校の先生の授業には興味津々 
・ 小学校の先生が来て下さると懐かしがって子供達もよろこぶ 
・ 負担が大変なので，無理せず持続することが大切と認識している。 
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●今後懸念していること 
・ 校区に復興住宅ができることによる生徒数の急激な増加が予想されること 
・ これも加配が必要な理由。 

 
●役にたっている施策 

・ 教員の加配をもっとお願いしたい。 
・ 地域への対応，保護者への対応等々で時間をとられ，本来の子供達への「教育」にあてら

れる時間が物理的に非常に少なくなってしまう。 
・ 一人のカリスマ教員よりも平凡な普通の教員が何人もいて，その教員がチームを組んで教

育するのが望ましい。 
・ 教育委員会との連繋は非常にスムース。 
・ 小さい都市だけに小回りがきき，学校の要望なども的確に応えてくれる。 
・ 教師塾＝研修というよりＡ自治体の各中学校でやっていた OJT 的な校内研修を市全体に

広めたイメージで官製のイメージがない。 
・ これも小さい都市故の良さと思う。 
 

●振り返って 
・ 震災 1 年目はある意味，先生は幸せだった。学校に避難してきて命を救われた人たちが学

校で世話をしている先生達にとても感謝していた。また，それだからこそ地域と学校が連

帯できた。 
・ しかし日々の暮らしが戻ってくるとその連携が徐々に薄らいできて，ヒューマンパワーが

別な意味で必要になってきた。 
・ 校長先生のリーダーシップ 

経路を明確にした人的資源の配置＝組織のラインをきちんと引いてくれたこと 
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資料８：B 教育員会及び B 中学校の聞き取り記録 
 
注意：下記の聞き取り記録の中に B，B1，B2，B3 の 4 つの中学校が出てくるが，実地に聞き取り

の対象としたのは B 中学校のみである。 
 
B 教育委員会 
 
訪問日：3 月 17 日 
応対者：B 教育長・B 副参事（兼指導主事） 
 
・聞き取りのまま 
 
B 教育長 
 
●小中の組合せ 
  小学校で学んだものが中学校で花開く 
   基本的な生活態度/人間関係の取り方/地域との関わり 
  地場産業の拠点 
    地域のバックアップ 
    PTA 活動が強固 
    中学校：防災教育の拠点 
    B1 地区 
     B1 中（学力が平均的に良好な学校） 
     明治の大津波で甚大な被害/ 防災教育がしっかりしている 
     ただ逃げれば良いのではない/津波後のことも 
     → 前向きなことが活かせている 
 
B 副参事（ご自宅も津波で流出：指導主事兼務） 
 
●子供達の様子 

 ベースになっているもの→学習態度 
  ①自立・自律・自主自立/ 自分達で物事を考えている 
 ②いわゆるジェネリックスキル/長いスパン/自分で課題解決 
  ③子供達同士仲が良い/自尊感情 
   → コミュニティ・家庭がしっかりしている 
       学校を大切にしてくれている 
        オーナーシップを生み出している 
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●地域柄が B 中と似ている 
   → 北部の B2 中（良好な学校） 防災教育 
    → 南部の B3 中 
       勉強熱心・学力も平均的に高かったがコミュニティすべてが流出 
●犠牲  

 翌日が卒業式/ 自宅に向かう途中/従来の範囲のどこかに逃げていたよう 
   高台に逃げていてくれていればと・・・悔やんでも悔やみきれない 
 
 ●コミュニティの大切さ 
  経済力でいえば最下位であっても不思議ではない 
  地域文化への誇りが学力を支えていた 
  震災後も最初は下がらなかった 
  いまの小学校 3，4 年生あたりの学力のダメージが大きい 
  元通りのスピリット・こころのケア 
  集団としての動機づけが個人の力を伸ばす 
  ほぼすべての小中生徒児童がアクティヴに活動していた時期と 
  学力の高かった時期は一致 
  また，震災後不登校数ががくんと減った時期とも一致 
  もちろん個人差は大きい 
 学校は学校だけでは立ちいかない 
 震災直後は学校がコミュニティを支えたが 
  真の教育復興は地域のコミュニティの復興なしにない 
  しかし，今はまだコミュニティが復興していない 
 
●役にたっている施策 

 公助は短期的にはたいへん助かった/単発的なイベントなどは不要 
    NPO などの支援 
    神戸市のアースチーム    
        宮城教育大学の教育復興支援センターの活動 
 体が動く 60 代はハードの復興にとられ７０代の方の支援が増える 
   システム・ネットワーク・リソースにすべてダメージ   
   学び支援の場所がない，人がいない 
   運営する人・まわす人がいない 
   支援から抜け出すための支援が必要／イベント的なものは不要 
 持続可能なのは自助・共助 
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B 中学校 
 
訪問日：3 月 17 日 
応対者：B 校長 
 
校区の様子： 
 漁港 
 標高差で流された土地とそうでないところがはっきりしている 
 水門開閉のための鉄のハンドルが山側へ約 45 度に曲がったまま 
 被災者住宅の建築工事が高台で進んでいる 
 B 中学校のグラウンドには仮設住宅群 
 
聞き取りのまま： 
●生徒の様子 

 ・生徒の質が高い 
 ・ ①授業中居眠りをしている生徒がいない 
   ②勝手に立ち歩きする子がいない 
   ③先生の話を聞いて挙手して質問している 
     → B 中では集団での学習が成立している 
 ・小学校時代の様子 
  同じ先生に 4 年間担任された生徒達が卒業した中 3 生 
  学習習慣・学習規律をきちんと教えてくれた 
  その先生の指導の具体 
   小 1 の時 朝の会：家庭であったこと 
        帰りの会：学校であったこと 
        → 一日にあったことを一文で書くことから始めてそれを 2 文・・・ 
        → 感想を話させる 
        など，表現活動の練習をさせた 
   小 2 の時 総合学習の時間を使って人に説明する練習 
 ・中学生になって 
  B 中学校の国語担当者によると， 

論説文の理解が高いことが意見を言うことができることに結びついているのではないか 
   家庭学習の提出率は 100％/いわれたことはきちんとやっている/忘れ物も少ない 
  ・3 割くらいの生徒が家を流されている 
 
 ●B 自治体で問題になっていること 
   震災で親を亡くした生徒 → 不登校気味 

早く立ち直ったご家庭の生徒とその反対のご家庭の生徒 
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   「自慢する」Vs「厳しい思いをしている」 
   B 中学校では今のところまだその対立はない 

 
●震災前からの防災教育（総合的な学習の時間） 

   災害に対する心構え。技能を学んでいる 
   地域と一緒になってやっている 
   いろんな方と接している 
   地域と連携がとれている学校は学力が高い 
   自助・共助・公助 
   総合的に防災訓練 
   3 年サイクルで学んでいる 
   自助：マップ作り：現地で実際に危険の確認：小学生へ説明 
   共助：放水訓練・テントの設営訓練・炊き出し 
   公助：公的な機関はどのようなことができるのか 
      自分達はその時にどうのように公的機関と協力できるのか 
  震災直後にそれが役だった 
   避難所としての設営/支援物資が届いた時の役割分担/炊き出し 
   伝統として残っている → 自分で考え自分で働く 
   個人差はあるが学習への姿勢に影響する 
   地元の人と一緒にする/避難者リストの作成 
  
●家庭における学習習慣の育成 

   担任がみてきちんと返している/チャレンジテスト 
 
 ●国の支援 
   学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業 
   放課後学習教室/わからない時に外の人が指導してくれる 
  
●加配 

   たまにしか来られない SC よりも常駐して指導に関わってくれる人 
   ある大学：学習支援 5 名のスタッフが 2 週間 
      ただ遊んでくれるよりも意識の高い学習ができたことが成果 
●その他 

 ・教員が元気 
   50 代，20 代が多い/40 代，30 代は一人 
   後輩に伝えることが多いが工夫が必要 
 ・自分の子供をみる 
   インフォーマルなことを聞きながら 
    子供達のおかれている状況/被災の影響 
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    たいへんな時は無理をさせない 
    やるべきことは決まっている 
     → 子供達がくずれないようにすること 
    そのためには先生の間で共通行動・共通認識 
    水と同じで小さい穴が大きくなる 
    小さいことでもきちんとそれがなぜダメなのか 
    粘り負けはしない 
    生徒指導の安定は先生方のチームワーク 
 ・学校は生徒がきちんと世の中に出ていくための学びの場 
    小さな社会 
    義務教育は特にそう 
    わからない時に教えてやる 
    先生達がしかるのは生徒達のため 
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資料９：C 教育員会及び C 中学校の聞き取り記録 
 
注意：下記の聞き取り記録の中に C，C1，C2 の 3 つの中学校が出てくるが，実地に聞き取り対象校

としたのは C 中学校のみである。 
 
C 教育委員会 
 
訪問日：平成 26 年 3 月 18 日 
応対者：指導主事 2 名  
 
●震災直後の様子 
 ・C 中学校周辺は誰も住めない 
 ・集団移転 
 ・より内陸の安全なところ 
 ・C1 中に間借り・共存しながら 
  仮設校舎：借りている学校だから一層大切にするという意識 
  学力サポートに震災前からとりくんでいた 
 
●震災前は C 中学校とほぼ似たような状況にあった C2 中学校 
 ・2 校とも学力向上だけに特化した学習指導はしていない 
 ・普段の生活を取り戻すのに精一杯 
 ・C2 中学校の状況 

・ 地域は流されたが，校舎には被害なし 
・ そのため 10 月頃まで地域住民の避難所になった（500 名以上） 
・ 教室に入ってもらう他手段はなかった 
・ 学校にふさわしくない大人のトラブルなどを生徒達が直接見てしまう 
・ 教員が避難所のお世話の必要もあり，そちらに手を取られ指導仕切れなかった 
・ より強くストレスを抱えていた子供達が避難所解消の 10 月以降暴走し始めた 
・ 校舎の中を荒らすようなことはなかったが，大人達がやっているのに自分達がなんでルー

ル違反をやってはいけないのか 
・ そのため授業がきちんとできなかった時期があった 

 ・2 校を比較しての違いは多分このあたりにある 
 ・学校が復旧/復興/復活してくる時が分かれ道 
 ・子供達が落ち着きをとりもどすかどうか 
 ・C2 中学校の場合は子供達のルールが混乱してしまった 
 ・生徒達自身の規範意識が混乱して整理がつかない結果，暴走 
 ・校区の小学校と連繋を密にしながら現在は雰囲気も改善された 
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●ありがたかった施策 
・ 教員の加配 
・ 震災加配 
・ 震災時だけでなく普段の学校でも加配は必要 

 
 
C 中学校 
 
訪問日：平成 26 年 3 月 18 日 
応対者：C 校長 
 
●生徒指導上の問題など 
 
・ 意外だったのは（震災直後なのに）生徒達が落ち着いていたこと 
・ 居心地がいいのが学校 
・ 子供達の最大のケアは友達同士で日常の生活をとりもどす 
・ プレハブ校舎の前は 6 ヶ月間借り（肩身の狭い思い） 
・ 今年卒業した生徒達はプレハブ校舎が自分達の学校 
・ 子供の目から見るとプレハブを不十分だとは思っていなかった 
・ プレハブ校舎は間借りしている学校の敷地の空きスペースなので必然的に西側 
・ そこで 2 年半 

 
・ 震災前から道徳教育の研究校 
・ 宮城県の「志教育」を意識しながら開始 
・ 規範意識の育成 
・ 道徳を中心にしながら学級作りにつとめていた 
・ 先生方同士でも十分に議論しながら進めた 
・ 掲示などを通して子供達の意見を誰でも自由に発表など 
・ 先生方に指導力がある 
・ それが落ち着いて授業に臨める姿勢につながっていた 

 
・ 地域の特徴として貧富の差が大きい 
・ 他の地域にくらべて学力差が大きい傾向 
・ 家庭での学習が震災前でもなかなかできない生徒達の存在 
・ 放課後学習会 
・ 自分の勉強をする時間の確保 

 
・ コミュニティが震災前はしっかりしていた 
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・ バス（1／4 が仮設） 
・ 今は保護者会自体の運営が難しくなっている 

 
●被災校として気をつけていること 
 
・ 生徒達の居場所作り 
・ 震災後子供達が再会した時の喜び 
・ どんなに悪い条件の中でも一生懸命学校に通ってくる姿 
・ 被災時の教員は 3 分の 1 が残っている 

 
●今後懸念していること 
  
・ 体力 
・ 通学路を含む道路の整備 
・ 地域の整備とともに道路の整備 
・ 中学生に必要な環境は整った 
・ 経済力のあるご家庭は新しい家を建てている 
・ 子供が直接向き合う親の気持ちが心配 
・ 家や仕事を失って 3 年も 4 年も限界（取り残されていく） 
・ スポーツのチームがつくれない 
・ いまの 3 年生（卒業式をすませたばかり）はあと 1 年だからと踏みとどまった 

  
 
●役にたっている施策 
  
・ 教員加配 
・ 人員が多いと子供達に関われる時間が増やせる 
・ 学習が遅れている子供達への対応がより適切にできる 
・ 安全面への目配りがより緻密になる 

 
●振り返って 
 
・ 辛い経験をした分，成長もあった 
・ 各方面からの支援は感謝している 
・ 生徒達もそれをはだで感じている 
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資料 10：D 教育員会及び D 中学校の聞き取り記録 
 
D 教育委員会 
 
訪問日：平成 26 年 3 月 14 日 
応対者：D 指導主事（沿岸部の前任校で被災） D 主任（被災時 D 中学校勤務：教務主任） 
 
 
●震災後は 
 毎日 6 校時後いわゆる放課後の学習会 
 夏休み中もスクールバスを走らせて中 3 全員参加で学習会 
 などを開催して，なるべく勉強できる環境を工夫した。 
 
 普段通りの生活にいかに近づけるかに腐心した。 
 
 小中一緒だったので，最初は中学生の時間で動こうとしたが，いろいろ無理があり，中学生も 45
分授業にあわせた。チャイムと同時に授業ができる 45 分ということを心がけた。かえってそれが

集中力を高めた面もある。 
 
●子供のこころのケア 
 全員で見守る 
 何ができるのかな 
 子供達の様子をよく見て 
 こころが落ちつくことがすべて 
 普段通りのことをしようと修学旅行・野外活動も実施 
 野外活動は海から農業関係や天文台などへ変更した 
 行事は潰さないようにした 
 合唱コンクール（他校の施設をかりて） 
 あまりにも先生方ががんばるので倒れたりしないかとかえって心配した 
 
 こころの安定は先生方の安定した姿 
 子供達にとってとても安心 
 こころの問題の研修を受けていたことが役だった 
 先生も被災している 
 同じ経験をしている 
 高校に入って同じ経験をしていない友人との生活への不安 
 
 NPO 法人による学習支援動 
 宮城教育大学の教育復興支援センターの活動 
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  子供達のこころの安定 
  先生と生徒の比率/大人の目の多さ/養護教諭からの生徒の様子なども 
  自分達の苦労を知っている先生の存在 
  「あの日の夜を集団で過ごした経験」  
   一般論として学級作りの目的は集団生活の送り方を学ぶ 
 
  スクールバスのコース数は最初よりも増やしている 
 生徒達の現住所により近い場所のストップ 
 そのおかげで通学時間が少しでも短縮できる 
 その後もバスコースは常に微調整している 
  
  運動部の部活動 
  学校から離れたところへ行くので逆に時間励行ができている 
  限られた時間に集中してやる必要 
  バスに遅れると皆に迷惑をかける 
 
 ●D 中学校の様子 
   教師集団としての力量が高かった/学習指導の力があった 
 被災後小学校に間借りしたため 45 分授業になったが 
 意識して授業を工夫したこと自体に効果があったのではないか 
 授業は（だらだらするよりも）中身を充実させることが重要 
 
  自主学習 
 必ずコメントを入れて返す 
 家庭学習の手引き 
  勉強のやり方を具体的に指導 
  震災 2 年くらい前から実施していた 
  小人数のメリット 
  中 1・中 2 は一クラス/中 3 は 2 クラス（加配で可能：25 名） 
  1 回に声をかけられる人数には限界がある 
   こころのケア 
   SC 2 日／週 ＋ 他県などからも応援有り 
   地震・生命の授業をするのが生徒の気持ちを考えるとつらかった 
  → SC と相談 → 事前に子供達に話して辛ければ欠席しても構わない 
    本来なら給食はストップの日であっても栄養士さんの配慮で出し続けた 
    当時のことを振り返っての作文授業などはしないようにした 
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D 中学校 
 
訪問日：平成 26 年 3 月 14 日 
応対者：D 校長（沿岸部の前任校で被災） 
  
●環境  
 
 仮設校舎で傷みが出てきている 
 
 最初の 1 年半 
 近隣の小学校に間借り 
  タイムテーブルが違う/机や椅子なども含めて小学生の環境 
  その時の小学校 4，5，6 年生が今年の中学校 1，2，3 年生 
 2 週間遅れの入学/通常の授業が難しい/引っ越したこの仮設校舎が自分達の校舎だ 
 
 スクールバス（50 人乗り）/朝 1 便（小・中）/遠方まで運行 
 
 仮設住宅から通っている生徒は約 1／4 
 自宅（新築）（1／4 弱） 
 見なし仮設住宅 
  総じて家庭学習は厳しい状況 
 グランドがない 
  体育のためには近くの陸上競技場まで（約 700m）／移動時間 10 分/片道 
  プール無し 
  バス 2 時間枠×5，6 回／週 2 回しか借りられない／仮設校舎近くの学校のプール 
 
 仮設の体育館は夏場 40 度越える 
 
 仮設校舎 
  学習するスペースには冷房設備 
  それ以外は南は夏冬暑く，北は冬寒い 
  温度差が南北・季節・日中で激しく学習環境としては厳しい 
 
 ●PTA 活動は困難になっている 
  地域が無くなったのが原因／地域があっての PTA 活動 
  いまは住居がばらばら／一番は家庭の再建 
  最後は「うち」があることが大事 
  仕事は見つかっても「うち」が再建できない 
  自宅（現住所）が 2 回くらい代わっている生徒 
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  家庭の環境が安定していないと将来が見えない 
 
  学力調査を意識して学校活動をしてきたわけではない 
  先生方のがんばり 
  どこの学校にもまけない指導力を高い先生方 
  前年度の取り組みの成果が出てきた 
  校長先生の信念として「生徒は伸びるものだ」 
  3．11 の経験を D 中学校でされた先生 

「私もいつスイッチが入いるかわからない。涙が止まらなくなる。」 
 
  居住区が広がったために通える高等学校の選択の幅が広がった 
 
 宿題は教師がチェックしコメントを必ず入れて返却している 
 
 被災校として特に気をつけていること 
  運動量の確保／体を動かす指導／体作り・動き作り 
  普段体を動かさないのがよくわかる／環境が（体を動かすことを）許さない 
   
●有用な施策 

  教員の加配 計 3 名 
   専門教科の加配が欲しい 
    学習の進まない子・一人ひとりの子供 
こころのケア 

   雷による停電で何名か不安定になる 
   防災訓練も事前に連絡して休んでもいいことにしている 
   SC1 名が週 2 回で支援してもらっている 
   
  しかし，学校にずっといて子供達の生活指導をしながら学習指導をしてくれる人員加配の方があ

りがたい 
●復興復旧は自分達でやっていく／わすれないで時々心配して来て下されば良い 
●イベント的な支援はかえって学習指導の障害になる 
●日々の学校生活が重要 
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執筆等担当リスト 
  

柴山 直 1 章，2 章，6 章，7 章，分析，聞き取り調査，統括及び編集 

熊谷 龍一 2 章，IRT 分析 

後藤 武俊 4 章，行政関係資料収集 

佐藤 喜一 2 章，分析計画 

中野友香子 2 章，進行管理 

坂本佑太朗 3 章，資料作成，SPSS シンタックス 

千葉陽子 5 章，資料作成，R スクリプト 

 

（注）本報告書の文責はすべて柴山にある。 
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